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　「ありがとうございました。」　この言葉を、ふくしまキッズ
の活動に関わっていただいた全ての方々に、心からの言葉として
お伝えしたいと思います。
　13回目となる2015年夏の活動をもって、全ての「ふくしま
キッズ」プログラムを終了しました。原発事故のあった2011年
の夏に「5年間の活動をお約束する」と宣言してスタートした	
「ふくしまキッズ」の活動には、この 5年の間に小学生から	
高校生まで 4,757 人の参加者がありました。これも、この	
5 年間、多くの方々の心あるご支援があればこそ出来た「ふく
しまキッズ」であり、それには著名な支援委員の方々、特別賛同
人の方々のお力添えも大きなパワーとなりました。
　福島原発事故が起きた2011年夏、北海道七飯町大沼で、芝生
で寝転がり、サッカー、鬼ごっこ・・・、無邪気に外で遊べる
ことに身体いっぱい喜びを表現していた子ども達の姿は今も	
鮮明に私の心に焼き付いています。
　その後、「ふくしまキッズ」開催受入地域は、北海道大沼	
から全道へ、そして、横浜・三浦・愛媛へと広がりました。
2012年に入ると、岐阜高山・京都美山・兵庫新温泉町・熊本・
長崎小値賀島と西日本に広がり、兵庫・京都・白山金沢の連携
による日本海プログラムや信州木曽・長崎・県内鮫川と、多く
のボランテイアの方々の協力を頂き、30日間の長期プログラム
や地域の方々との交流を基本とした活動が生み出され、今年の
夏にはドイツ・ザクセンでの海外プログラムと活動も多様に

なっていきました。お世話になった地域の人と、仲間と別れる
ことに涙し、出迎える保護者との久しぶりの再会に涙するという
「感動と感激」の多いプログラムとなり、活動の蓄積と同時に、
今では子どもたちの計り知れないほどの成長を促す教育プロ	
グラムと誇れる内容になりました。
　当初から「保養ではなく体験から学ぶ教育的メッセージ」を
大切にしてきた「ふくしまキッズ」の歩みは間違っていません
でした。この間、活動に参加した子ども達の心身ともに成長は
目覚ましく、笑顔と元気を取り戻し、さらに素敵に育っている
こと、一人一人が将来の希望が見いだせたことは、受け地の
方々、活動に関わる人たちにもプラスの効果をもたらすことが
できました。
　まだまだ見えない放射線への不安が続く福島です。今後、「ふく
しまキッズ」の活動は、支援金を基にした福島の支援活動と	
しての「ふくしまキッズ実行委員会」から、助成金などを基に
全国各地との交流を基本とした「ふくしまキッズ運営協議会」
に組織替えをします。保護者の方々にもご協力を頂いて、子ども
の成長を応援する体制と、今までつながった地域のと交流を	
基に活動を継続し、参加した子ども達が将来の福島を創造し、
心通い合う温かい社会を構築することを目指します。
　そしてどこに行っても、口ごもることなく「郷土は福島です」
と普通に言える子になって欲しいと思います。ふくしまキッズ
第2ステージもどうぞ応援してください。よろしくお願いします。

　ふくしまキッズ実行委員会は、2015年夏の活動を終え、10月
のニューヨークでの報告会、11月の福島県での最終報告会と
フェアウェルパーティを最後に、「ふくしまキッズ実行委員会」
としての活動を完了とさせていただきます。実行委員会への	
これまでのご支援とご協力ありがとうございました。
　今後は、ふくしまキッズの教育活動に賛同する団体で組織する
「ふくしまキッズ運営協議会」を発足させて、福島県の子ども
たちの活動を継続していく予定です。「実行委員会」は社会から
の寄付金を財務基盤として一体的な組織運営を行ってまいり	
ましたが、「協議会」は行政などからの助成金や参加者からの
参加費を財務基盤として緩やかな連帯を基本とした活動を予定
しております。協議会の活動につきましては、現在の「ふくしま
キッズ」のホームページ等でご連絡させていただきます。
　2015年冬・春の活動もいくつかの団体が活動を実施する予定

となっております。この 5年間で培ったふくしまキッズのノウ
ハウを引き継ぎ、ふくしまキッズの仲間たちが新たな活動を	
目指して最善を尽くしてまいります。引き続き、皆様のご支援と
ご協力をよろしくお願いいたします。

2015冬プログラム実施地域
	 福島県　あぶくまエヌエスネット
	 北海道ゆうばり　ゆうばりネイチャーキッズクラブ
2016年春プログラム実施予定地域
	 福島県　あぶくまエヌエスネット
	 北海道ゆうばり　ゆうばりネイチャーキッズクラブ
	 横浜市　NPO教育支援協会
	 京都府　芦生自然学校（田歌舎）
	 石川県　NPO未来の暮らしデザイン研究所

完了報告

ふくしまキッズ第二ステージへ

「希望となったふくしまキッズに応援ありがとうございました。
そして次のステップに・・・」

� ふくしまキッズ実行委員会
� 委員長　進士　徹
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■特別支援団体

アルク KC　HIROE　モリ
イシカワノリコ
オオタキアケミ
カタヤマトモコ
カンノヨウコ
カンバヤシキヨコ
Global Giving
　　Michie Onoyama
　　Edye Kamensky ※
　　Mary Holland
　　Gary Tregoning ※
　　Carlos Yamaguchi
　　The Phillip and Irene Toll
コバヤシタケシ・チカコ
コマサカズヒコ
シオミサトシ※
島　幸子

シミズアサコ
シンカイダンススタジオ
ユ）セイントアロー※
ソダミヤ
タテオカケン※
タドコロユウイチロウ
チャリティマルシェジッコウイイ
匿名希望１
匿名希望２
トダサワミネコ※
doTERRA CPTG Essential Oils Japan 合同会社※
ナカノノリヒト
ナカハタミヨコ
ナチュラルイワタマサヨ
ナンバトモエ
シャ）ニホンエンパワーメ
ハコダテショウニカイカイ

HINORI YOGA STUDIO
ヒロヤマメンタルクリニック
フジゼロックスフクシマ（カ
フタミツトム
マツカヨウコ
モリルウナ
ヤフー（カ※
ヤフーケッサイ※
ヤマウチセツコ
ヨシモトアキオ
レイカコーラス　トダユキコ

50音順（敬称略）
期間：平成27年 5月1日〜8月31日
※は複数回ご支援頂きました方

実施場所と参加人数（2011夏〜 2015夏）

プログラム名 実 施 場 所 参加人数（名）

ふくしまキッズ夏季林間学校 北海道 518

ふくしまキッズ 2011冬 北海道　　神奈川　愛媛 190

ふくしまキッズ 2012春 北海道　　神奈川　長野　　岐阜 130

ふくしまキッズ 2012夏 北海道　　福島　　愛媛 619

ふくしまキッズ 2012冬 北海道　　福島　　神奈川　愛媛 442

ふくしまキッズ 2013春 北海道　　福島　　岐阜　　京都　　兵庫　　長崎　　熊本 281

ふくしまキッズ 2013夏 北海道　　福島　　長野　　愛媛 500

ふくしまキッズ 2013冬 北海道　　福島　　神奈川　静岡　　愛媛 312

ふくしまキッズ 2014春 北海道　　福島　　岐阜　　京都　　兵庫　　長崎 207

ふくしまキッズ 2014夏 北海道　　福島　　長野　　石川　　京都　　兵庫　　愛媛 526

ふくしまキッズ 2014冬 北海道　　福島　　神奈川　静岡　　石川　　愛媛 216

ふくしまキッズ 2015春 北海道　　福島　　静岡　　岐阜　　石川　　京都　　長崎 359

ふくしまキッズ 2015夏 北海道　　福島　　長野　　石川　　京都　　兵庫　　愛媛　　ドイツ 457

総 合 計 参 加 人 数 4,757

ご支援いただいた皆様
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北海道プログラム　大沼コース
近藤 由美子 地域協力（民泊）
岸本 和子 地域協力（民泊）
田中 はる枝 地域協力（民泊）
長田 京子 地域協力（民泊）
芹沢 久子 地域協力（民泊）
大橋 妙子 地域協力（民泊）
長谷川 みのり 地域協力（民泊）
小山内 方恵 地域協力（民泊）
宮崎 了輔・美香 地域協力（民泊）
大島 智子 地域協力（民泊）
薄井 千代 地域協力（民泊）
吉原 志津子 地域協力（民泊）
石井 満男 地域協力（民泊）
能登 光夫 ラジオ作り講座
山崎 友里加 桃
NPO法人いぶり自然学校 運営協力
NPO法人大沼・駒ヶ岳ふるさとづくりセンター 運営協力・フィールドトリップ切符提供
一般社団法人子どものチカラ研究所 運営協力
北海道教育大学 ボランティアスタッフ派遣
NPO法人 ezorock ボランティアスタッフ派遣
七飯町 施設使用
八雲町 フィールドトリップ協力
沼っ子ふるさと実行委員会 盆踊り大会開催
厚沢部ふくしまキッズ実行委員会 フィールドトリップ協力
清和の丘クラブ会長　笠間昭三 フィールドトリップ協力
江差町子どもの健康を守り隊 フィールドトリップ協力
せたなサマースクール実行委員会 フィールドトリップ協力
せたな町 フィールドトリップ協力
せたな町教育委員会 フィールドトリップ協力
せたな観光協会 フィールドトリップ協力
松前教育委員会 フィールドトリップ協力
松前町ツーリズム推進協議会 フィールドトリップ協力
原口交流の里づくりの会 フィールドトリップ協力
大沼グリーン・ツーリズム推進協議会 フィールドトリップ協力
南北海道グリーン・ツーリズム運営連合会 フィールドトリップ協力
洞爺湖・夢見の森 フィールドトリップ協力
株式会社オンザウェイ トランシーバー無料貸与
江差町 施設無料貸与、バス無料手配
モリガキ農園 玉子
山田先生 スイカ
八島商店　大島 智子 早煮昆布、無添加天日干し煮干し、

天然だし昆布、塩蔵わかめ

後藤 るみ子

メロン、イチゴ、オレンジ、グレープ、バナナ、
パイン、小松菜、ほうれん草、ナス、長いも、
しめじ、エリンギ、えのき、ゴボウ、もやし、
小粒納豆、白滝、蓮根、とこてん、手づくり味噌、
手づくりおからこんにゃく、手づくり梅干し

米倉 京子 お菓子
小川 文恵 お菓子
細目 浩明 お菓子
梅沢 実枝 お菓子
吉崎 文浩 プログラム補助

北海道プログラム　全道コース【ゆうばり】
北海道教育大学岩見沢校教職員組合 支援金
北海道教育大学岩見沢校同窓会 支援金
北海道教育大学キッズキャンプ	
ボランティアサークル 支援金
公益財団法人北海道新聞社会福祉振興基金＋
一般社団法人北海道広域避難アシスト協会
（北海道～東北こども笑顔プロジェクト）

支援金募金、移動支援（交通費助成）、
食事会招待など

八剣山果樹園 体験料の減免
北海道教育大学 ボランティアの派遣・施設提供
NPO法人北海道自然体験活動	
サポートセンター

物品の貸与、ディレクター・	
コーディネーターの派遣

三笠市教育委員会 地元交流企画の広報
岩見沢市教育委員会 地元交流企画の広報
夕張市教育委員会 地元交流企画の広報

北海道プログラム　全道コース【東川】
公益財団法人北海道新聞社会福祉振興基金＋
一般社団法人北海道広域避難アシスト協会
（北海道～東北こども笑顔プロジェクト）

支援金募金、移動支援（交通費助成）、
食事会招待など

ワカサリゾート株式会社　旭岳事業部 ロープウェイ乗車の招待
東川町 旭岳トレッキング遠足時の町バス提供
旭川市 旭川市科学館・旭山動物園の	

入館料・入園料の免除

北海道プログラム　全道コース【下川】
滝ヶ平 一司 支援金
下川町 下川町農村活性化センター「おうる」の無償提供・

トマトジュースの提供・福祉バスの運行
下川町教育委員会 活動サポート他
eggplant ボードゲーム遊びプログラム
下川運輸株式会社 流しそうめんプログラム
佐藤 導謙 食材（野菜）の提供
アテネファーム 食材（野菜）の提供
滝川 康治 食材（野菜）の提供

北海道プログラム　全道コース【余市】
猫塚 真里子 支援金
余市川温泉 施設提供
㈱余市自動車工業 バス、レンタカー
藤田布団店 寝具提供
北星余市高校 施設提供
登小学校 施設提供
エーヴランド余市カントリー㈱ 施設提供
「やまの家きょうどう」／札幌協働福祉会 施設提供
コミュニティレストラン余市テラス 食材の提供
コミュニティ茶屋 necco 食材の提供
浅野敏昭（国指定史跡旧余市福原漁場） プログラム提供
JAよいち 食材の提供
中井金物株式会社 食材の提供、プログラム資材の提供
アサヒビール株式会社 食材の提供
滝下農園 食材の提供
体験農園百姓園 食材の提供
山本観光果樹園 食材の提供
及川 修司 食材の提供（お米）
浅野敏昭（国指定史跡旧余市福原漁場） プログラム協力
滝下農園 食材の提供、ホームステイ受け入れ
体験農園百姓園 食材の提供、ホームステイ受け入れ
山本観光農園 食材の提供、プログラム協力
余市のぼりんファーム プログラム協力、ホームステイ受け入れ
余市ハル農園 ホームステイ受け入れ
リタファーム ホームステイ受け入れ
今井 幸世 ホームステイ受け入れ
藤井 紀男 ホームステイ受け入れ
簡易宿舎茶話・安達 ホームステイ受け入れ

北海道プログラム　全道コース【栗山】
公益財団法人　コカ・コーラ教育・環境財団 支援金
北海道コカ・コーラボトリング株式会社 支援金
北海道 支援金
公益財団法人北海道新聞社会福祉振興基金＋
一般社団法人北海道広域避難アシスト協会
（北海道～東北こども笑顔プロジェクト）

支援金募金、移動支援（交通費助成）、
食事会招待など

栗山町 支援金
泉 晴夫 支援金
泉 真沙子 支援金
泉 幸子 支援金
新日本婦人の会栗山支部 支援金
北海道テレビ放送株式会社（HTB） プログラム（詩の朗読会）提供
日本航空株式会社（JAL） 折り紙ヒコーキ教室指導・寄付
北海道銀行 BBQ協力スタッフ派遣
ハサンベツ里山計画実行委員会 物品無償貸出
NPO法人くりやま（栗山町図書館司書） 本の貸し出し、本の読み聞かせ
北海道コカ・コーラボトリング株式会社 工場見学、BBQ、プログラム協力スタッフ派遣
株式会社札幌ドーム ドームツアー、駐車場代免除
KDDI 株式会社北海道総支社 BBQ協力スタッフ派遣、さよならパーティー協力
スイテック・グループ共同事業体（指定管理者） プール利用料免除
淺井 真理子 学習指導
渡辺 敏昭 学習指導
杉田 嘉雄 学習指導
堀 文彦 学習指導
佐々木 理香 学習指導
株式会社きなうすファーム 米寄付
有限会社長澤農場 米寄付
北海道三富屋株式会社 食材寄付
北海道コカ・コーラボトリング株式会社 飲料水寄付、お土産寄付
公益財団法人　コカ・コーラ教育・環境財団 Tシャツ、エコバック寄付
有限会社日原メロン園 メロン寄付
北海道テレビ放送株式会社（HTB） お土産
日本航空株式会社（JAL） お土産
日糧製パン株式会社 菓子パン寄付
公益財団法人北海道新聞社会福祉振興基金 札幌ビール園食事招待
KDDI 株式会社札幌総支社 すいか寄付
北海道銀行 お土産寄付
㈲吉田農場 玉ねぎ、とうもろこし寄付
片山農場 トマト寄付
清水農場 とうもろこし寄付

ご協力いただいた皆様
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栗山町 後援
栗山町教育委員会 後援

北海道プログラム　全道コース【留萌】
留萌市 施設使用許可
留萌市教育委員会 施設・物品使用許可（生涯学習課）
神居岩温泉 入浴・夕食手配
とままえGenkid’s 実行委員会 アクティビティ提供（ウォークラリー）
苫前町漁協青年部 アクティビティ提供（漁協冷凍庫見学）
苫前町役場 アクティビティ提供（ウォークラリー）
苫前町農協青年部 アクティビティ提供（ウォークラリー）
ななかまどの館 浴場提供
松田 真枝 食事提供
マンマ　ドゥードゥー アクティビティ提供（読み聞かせ）
宮城 完爾 アクティビティ提供（オーボエ演奏）
小平町教育委員会 アクティビティ提供（B&G）
ゆったり館 入浴・夕食手配
留萌市東日本被災者受入プロジェクト協議会 Tシャツプレゼント
一般社団法人天売島おらが島活性化会議 アクティビティ提供（釣り・海水浴）
天売小型運輸有限会社 アクティビティ提供（島一周観光ツアー）
北るもい漁業協同組合天売支所女性部 朝食・昼食手配
おろろんレンタル 釣竿レンタル
旅館大一 浴場提供
旅館青い鳥 浴場提供
萬谷旅館 浴場提供
羽幌町役場社会教育課 ライフジャケット借用
羽幌沿海フェリー株式会社 輸送協力（フェリー）
天売小型運輸有限会社 輸送協力（観光バス）
初山別村 施設・物品使用許可
初山別村教育委員会 アクティビティ提供（星空観察・ホタル観察）
しょさんべつ振興公社 入浴・物品使用許可
初山別婦人会 食事提供
豊岬婦人会 施設設営・食事提供
しょさんべつ星援隊 施設設営・記録（写真撮影）
山本 昭光、大西 信義、長坂 功 アクティビティ提供（薪割り）
福田 郁、岩田 常蔵、立花 充人、福田 祥大 アクティビティ提供（地引網）
初山別村パークゴルフ協会 アクティビティ提供（パークゴルフ）
しょさんべつの恵み体験の会 初山別プログラム企画運営
千成家 食材提供（ソフトクリーム）
一久庵 食材提供（ソフトクリーム）
ルモンド 食材提供（ソフトクリーム）
株式会社カゴメ 食材提供（野菜ジュース）
株式会社アイマトン 食材提供（お肉）
山本牧場 食材提供（牛乳）
シゼントトモニイキルコト 食材提供（野菜）
苫前町農業協同組合青年部 食材提供（米 60キロ）（メロン 11玉）等
高田農園 食材提供（レタス 5玉）（ねぎ 15本）等
北るもい漁業協同組合苫前支所青年部 食材提供（ホタテ）
JA北海道厚生連苫前厚生クリニック 食材提供（お茶）
杉山 克夫 アクティビティ資材提供（木材）
大西 黎子 食材提供（野菜）
岩田 恵子 食材提供（タコ・ホタテ稚貝）
立花 京子 食材提供（野菜）
荒木 智子 食材提供（調味料）
留萌市 後援
留萌市教育委員会 後援
小平町 後援
小平町教育委員会 後援
苫前町 後援
苫前町教育委員会 後援
苫前町農業協同組合 後援
北るもい漁業協同組合苫前支所 後援
苫前町商工会 後援
大新東㈱苫前営業所 後援
とままえGenkid’s 実行委員会 後援
JA北海道厚生連苫前厚生クリニック 後援
初山別村 後援
初山別村教育委員会 後援
初山別村ボランティア連絡協議会 後援
北るもい漁業協同組合初山別支所 後援
豊岬木材工業 後援

北海道プログラム　全道コース【むかわ】
曾澤高圧コンクリート株式会社 飲み物の提供
池田煖房工業株式会社 飲み物の提供
むかわ町交流人口推進穂別協議会 アクティビティのコーディネート
株式会社シオニー 宿泊施設の減免
むかわ町 後援
むかわ町教育委員会 後援・博物館の減免

北海道プログラム　全道コース【南富良野】
NPO法人　どんころ野外学校 全体支援、スタッフ派遣、プログラム提供

南富良野町役場
宿泊施設使用料、かなやま湖保養
センター入浴料の免除、役場職員
派遣、夕食会招待、移動用バス、
移動バス（南富良野町〜下川町）

南富良野町教育委員会 図書貸し出し、カヌー物品貸出、かなや
ま湖スポーツ研修センター宿泊料免除

ベリーズ プログラム提供（ベリー摘み体験）
子育てボランティアサークル　WISH 読み聞かせ
NPO法人　被災学童集団受け入プロジェクト お米
イトウ屋 食材提供

北海道プログラム　全道コース【滝上】
ホテル渓谷（たきのうえドーム） 入浴、食事、送迎等
喫茶すみれ 食事提供
㈲滝上自動車工業 車両提供
滝上町地域おこし協力隊 受入ボランティア
滝上町リハビリセンター 食事提供、車両提供
清原農園 食材提供
井上牧場 食材提供
長屋牧場 食材提供
片岡太陽牧場 食材提供
月のチーズ 食材提供
濁川迷士の会 食材提供
滝上町観光協会 後援、食材提供　
スーパーとうみ 花火提供
滝上町 後援
滝上町教育委員会 後援
札久留町内会 後援
滝上町商工会 後援
たきのうえサッカースポーツ少年団 後援
滝上町地域子ども会育成会連絡協議会 後援
たきのうえドーム 後援

北海道プログラム　全道コース【滝川】
渋谷商店 食材の提供
えべおつ温泉 宿泊場所の提供
近藤食品店 お弁当の提供
滝川ふれ愛の里 食事、入浴、送迎の提供
ふじ観光株式会社　滝川営業所 ジャンボタクシーの補助
空知中央バス株式会社　滝川営業所 送迎バスの補助
美術自然史館、子ども科学館 施設利用
丸加高原伝習館 施設利用
滝川地区地域防災施設 施設利用
滝川市 B&G海洋センター 施設利用
株式会社菱友 調理用ガスの提供

北海道プログラム　全道コース【千歳】
環千歳空港子どもグリーン・ツーリズム推進協議会 プログラム提供

北海道プログラム　全道コース【安平】
安平町教育委員会 宿泊施設提供
安平町まちづくり推進課 寝袋の提供
NPO法人ココ・カラ 食事提供
NPO法人いぶり自然学校 プログラム提供
東胆振子どもグリーン・ツーリズム連合会 手配・調整協力

あぶくまプログラム
明治安田生命 ボランティア 1人派遣
ツリークライミングジャパン ツリークライミング活動支援　

ボランティアの方 5人
鮫川村教育委員会 トレーニングセンター使用減免
WARERA元気倶楽部 お米
グリコ 2段熟カレー
フマキラー 蚊取り線香
伊本 理乃 保護者 花火セット
黒羽 葵衣 保護者 シャボン玉セット
伊藤 大志 保護者 ティッシュ
佐藤 寧夏 保護者 ラスク
渡辺 美紀子 桃 3ケース
佐久間 智則 桃 2ケース
橋本 玲子 ナンとルー
櫛田 保護者 夏野菜、カボチャ
墨 昭宏 くがにパイン 7.5㎏
佐々木 楓冬 保護者 ビール 1ケース

ご協力いただいた皆様
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木戸 薫 バナナ 1ケース、巨峰 1ケース、
鈴木 耀 保護者 せんべい 1箱
根本 浩伯氏 1万円　支援金

信州木曽路プログラム
大桑村 人員派遣
大桑村教育委員会 人員派遣
大桑村商工会 人員派遣
金子土建株式会社 　 〃
栗山木工有限会社 木工体験
大桑小学校 PTA ますつかみ大会・レクレーション
大桑村商工会青年部 キャンプファイヤー・レクレーション
羽根 正熹（小瀬木木工） コカリナ制作指導
小林 廣明 コカリナ制作指導
ツリークライミングジャパン ツリークライミング体験
早川 孝 科学実験（ペットボトルロケット、スライム）
株式会社テンホウ・フーズ 冷やし中華（チャーシュー付き）60食
JA木曽 牛肉5kg、豚バラ肉 4kg、鶏肉 1kg、	

ウインナー 80本、オレンジジュース 40個
有限会社ユープリント ロゴステッカー作成、しおり制作
田澤養鱒場 ますつかみ用ニジマス10kg（約100匹）
やってみ隊 お米 5㎏
大桑村商工会青年部 花火 10袋
稲沢 秀子 500mlペットボトル48本（2ケース）
湖池屋 スナック菓子 360袋、じゃがいも

20kg、玉ねぎ 10kg、人参 10kg
田口 美穂 シャボン玉セット
坂家 重吉 すいか 3玉

日本海プログラム【新温泉町】
兵庫県国際交流協会 ひょうご国際交流員派遣
JICA関西 国際交流推進員派遣
山地住職、副住職 一日寺っこ体験指導
小林 直子 安全管理スタッフ
東 康次郎 安全管理スタッフ
竹原 春香 安全管理スタッフ
藤田 輝美　他 3名 調理スタッフ
加藤 勝義ファミリー ホームステイ受入
中家 剛紀ファミリー ホームステイ受入
西垣 和彦ファミリー ホームステイ受入
山本 和正ファミリー ホームステイ受入
樹岡 正宏ファミリー ホームステイ受入
浜根 秀樹ファミリー ホームステイ受入
中村 勝明ファミリー ホームステイ受入
小川 弘眞ファミリー ホームステイ受入
新温泉町 後援
新温泉町教育委員会 後援

日本海プログラム【京都】
NPO法人芦生自然学校　スタッフ一同 活動の補助
田歌舎　スタッフ一同 活動の補助
外田養鶏場 卵 10キロ
おもしろ農民クラブ ハム・ソーセージ 1食分

日本海プログラム【白山】　 白山金沢プログラム
石川県金沢城公園兼六園管理事務所 金沢城・兼六園入場料減免（無償）
ボーイスカウト金沢第 6団のスカウト 6名	
八ツ橋 香織・中川 允・道端 涼介・	
村山 仁人・今越 祥太・宮 峻真

金沢市内見学時のサポート

北陸中日新聞社 活動に関する記事掲載
株式会社ホワイトリング バスを特別料金にて提供
株式会社トスマク・アイ 新中宮温泉センター入浴料減免
井波ファミリー ホームステイ受入
北田ファミリー ホームステイ受入
坂ファミリー ホームステイ受入
杉本ファミリー ホームステイ受入
先出谷ファミリー ホームステイ受入
田中ファミリー ホームステイ受入
中川ファミリー ホームステイ受入
羽布津ファミリー ホームステイ受入
早崎ファミリー ホームステイ受入
東ファミリー ホームステイ受入
広田ファミリー ホームステイ受入
松野ファミリー ホームステイ受入
本倉ファミリー ホームステイ受入
吉峯ファミリー ホームステイ受入
八幡町子供会保護者の皆さん バーベキュー設営と運営支援
羽布津 忍 白山登山引率
本倉 晶子 白山登山引率

坂 美和 白山登山引率
谷口 泰章 白山登山引率
広田 幸夫 白山登山引率
八幡町町会 公民館使用（無償）
山下 俊之 調理器具の貸出
木谷 一人・八ツ橋 総一、八ツ橋 紋子 キャンプファイヤ−＆レクリエーション指導
前川 浩透 キャンプファイヤ−＆レクリエーション指導
前川 カズユキ キャンプファイヤー写真撮影＆提供協力
田中 宮土理 バーベキュー食材提供
早崎 長人 バーベキュー食材提供
株式会社ホワイトリング 支援金
先出谷 誠 支援金

愛媛プログラム
海の家　魚蔵 場所提供・人材提供
森のともだち農園 人材提供・場所提供・etc
野村少年相撲クラブ 交流・人材提供
野村相撲クラブ 交流・人材提供
野村高校相撲部 交流・人材提供
今治市常盤小学校 交流
宇和先哲記念館 入館料・体験料無料
開明学校 入館料・体験料無料
民具館 入館料・体験料無料
米博物館 入館料・体験料無料
西予市 人材提供
蛭子丸 食材提供
常盤校区婦人会 食材提供
山蔵 食材提供
無茶々園 冷凍ミカン
平野 涼子 支援金
谷野 康 支援金
川之石地区公民館 支援金
横手 英彦 支援金
江戸岡地区公民館 支援金
名越 利江 支援金
愛媛県公民館連合会 後援
今治市 後援
今治市 PTA連合会 後援
西予市 PTA連合会 後援
公益社団法人　今治地方観光協会 後援
今治市教育委員会 共催
愛媛県公民館連合会主事部会 共催

ドイツ・ザクセンプログラム
Deutsches Jugendherbergswerk （DJH）  Landesverband Sachsen 
e.V.  Ralf Lemnitzer
ザクセン州ユースホステル協会国際部　ラルフ・レムニッツァー
Deutsches Jugendherbergswerk （DJH）  Landesverband Sachsen 
e.V.  Patricia Leichsner
ザクセン州ユースホステル協会国際部　パトリシア・ライヒスナー
Deutsch-Japanische Gesellschaft Dortmund  Yoko Schl_termann
ドルトムント独日協会　容子・シュリューターマン
Jugendherberge Sayda  Thomas ＆ Ulrike Fink
ザイダユースホステル　トーマス＆ウルリケ・フィンクご夫妻
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運　営　体　制

■実行委員会委員長
進士　徹	 NPOあぶくまエヌエスネット理事長	 全体統括・福島県内活動受入れ担当

■実行委員会副委員長
吉田　博彦	 NPO教育支援協会代表理事	 事務局長・支援金募集・渉外担当

■常任実行委員
宮本　英樹	 NPOねおす理事	 常任実行委員
安江　こずゑ	 NPO教育支援協会北海道代表理事	 常任実行委員

■実行委員
上田　融	 NPOいぶり自然学校代表理事	 北海道受入れ担当
芝野　靖	 NPO教育支援協会長野代表理事	 長野受入れ担当
藤原　誉	 NPO芦生自然学校理事・田歌舎代表	 日本海（京都）受入れ担当
中井　達也	 新温泉町いなか体験協議会	 日本海（兵庫）受入れ担当
南　修	 ジロバタ自然学校（白山麓ジロバタ舎）	 日本海（石川）・白山金沢受入れ担当
中嶋　謙仁	 NPO未来の暮らしデザイン研究所代表理事	 �ドイツ・ザクセンプログラム担当・

日本海（石川）・白山金沢受入れ担当
青野　信久	 こども絆プロジェクト代表	 愛媛受入れ担当

■監査委員
金野　栄太郎	 公認会計士	 会計管理・決算管理担当

■支援委員 （50音順）
玄侑　宗久	 作家・震災復興構想会議委員
白石　康次郎	 海洋冒険家
ジョン・ギャスライト	 中部大学教授・ツリークライミングジャパン代表
田口　ランディ	 作家
寺脇　研	 京都造形芸術大学教授
戸塚　隆	 ジャーナリスト
中島　岳志	 北海道大学大学院法学研究科准教授
藤田　保	 上智大学教授
矢吹　俊男	 北海道公民館協会事務局長
湯川　れい子	 音楽評論家・作詞家
吉田　研作	 上智大学教授

■特別賛同人 （50 音順）
秋山　豊寛	 ジャーナリスト・宇宙飛行士・京都造形芸術大学教授
新井　満	 作家・作詞作曲家
鎌田　實	 医師・作家
小林　武史	 音楽家・ap bank 代表理事
坂本　龍一	 音楽家
西田　敏行	 俳優
日野原　重明	 聖路加国際病院理事長・日本音楽療法学会理事長
細川　佳代子	 NPO勇気の翼インクルージョン 2015理事長
吉永小　百合	 俳優
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実行委員会運営本部
全体計画の立案
予算立案
支援金の募集

運営事務局
支援金管理　広報情報発信　受付窓口　参加名簿管理
経理処理　各現地本部との連絡　HPの管理

支援委員会

特別賛同人

福島事務局

保険加入
送り出し体勢

参加する子どもたち　保護者　
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NPO法人　教育支援協会 本部事務局内  
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会 計 報 告（2015.5.1 〜 2015.8.31）

2015 ふくしまキッズ夏のプログラム運営全体組織図
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FSC® 森林認証紙、ノンVOCインキ（石油系溶剤0％）など印刷資材と製造工程が環境に配慮されて
いるグリーンプリンティング認定工場で印刷しています。また、読みやすさに配慮した書体を使用して
います。

当期支出合計　48,073,174 円

管理費計　5,879,622 円

当期収入合計　32,926,145 円

●当期収支差額　-15,147,029 円●前期繰越収支差額　61,829,320 円 ●次期繰越収支差額　46,682,291 円

受取利息　2,874 円

印刷製本費
685,260 円

会議費
196,109 円

交通費
1,412,244 円

通信費
257,885 円

消耗品費　70,872 円 支払手数料
14,580 円

賃借料　102,666 円

保険料
287,731 円雑費　180,275 円

運営管理費
2,672,000 円

事業費計　42,193,552 円

ふくしまキッズ支援金
19,587,271 円

キャンプ参加費
13,336,000 円

プログラム運営費
29,193,191 円

人件費
257,000 円

旅費
12,743,361 円 ※最終決算は 2016年

　3月末に行います。

ふくしまキッズ実行委員会事務局（NPO 教育支援協会内）　〒 232-0024 神奈川県横浜市南区浦舟町 3-46 9 階
Tel：045-243-3860　Mail：info@fukushima-kids.org　HP：http://fukushima-kids.org/
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みんなでジャンプ

寺っこ体験②

砂浜で遊ぼう

民族衣装体験！

中飯場でポーズ！　ノッてます

修了証書授与式です。ちょっと緊張

電車の中でも仲良しです

ホストファミリーと、いい感じです

ファイヤーの終りはゲートをくぐって

地域の方に教えてもらいながら、
いもの収穫

フリーきっぷでフィールドトリップの最中

馬の世話

少し怖いけれど、木登りは人気

低学年の先頭を歩いていも運び

森のキャンプ　棒パン作り

森キャンプ　作戦会議

小平町マリンスポーツ体験

ラフティング

クワガタで遊ぶ

毎日の夕食炊事

天売島　海の生き物観察

旭岳　姿見の池トレッキング

旭山動物園遠足

お祭り体験

自分たちで窯を組んで、ピザ作り

仲良く就寝
大桑の自然の中で

コカリナ演奏会

木工職人に弟子入り

屋根ふき体験

草原で遊んだ後

夏はプール！

自作ピザ

川でみつけたイモリ

手打ちうどんづくり

今年もこの海で

貝殻集め

今治市のお祭りに参加

アウトドアクッキング、パン作り

相撲対決

マリンスポーツを楽しむ

沢登り、途中の休憩にて

世界一有名な木のおもちゃの村、ザイフェン

ドイツの食事もなかなか美味しい！

ドイツの友達ともすぐに打ち解け仲間に

ドイツ人の友達と森の散策

こんなにも新しい友達が！

ドレスデーンのツヴィンガー宮殿で
歴史の勉強

鶏の首を切る。子どもたちの真剣な眼差し

こんな大きな魚も網でゲット！

見るもの聞くもの全て新鮮！

庭のテーブルベンチでのんびりお昼ごはん

北海道プログラム
全道コース

北海道プログラム
大沼コース

あぶくまプログラム

信州木曽路プログラム

愛媛プログラム

ドイツ・ザクセンプログラム
日本海プログラム
京都府美山町コース

日本海プログラム
石川県白山金沢コース

日本海プログラム
兵庫県新温泉町コース

白山・金沢プログラム

毎回思う事ですが、ふくしまキッズほど「子どもたちを無事に
保護者の元へお返しする」ことが難しい活動はないなあ、と思
うとともに、今回もあれこれありながらも、なんとか無事にお
返しできた事に安堵の思いと、皆様の協力に対する感謝の気持
ちで一杯であります。今回は特に、「次」に繋がる活動や体制
作りがテーマでした。子どもたちが滞在した４週間の間に、子
どもたちの活動や安心安全の生活を確保しつつ、これからの活
動をどうしていくべきなのかを議論し、イメージを固めていく

ことはとても難しいながらもやりがいのある取り組みでもあり
ました。それも、とにかく子どもたちが楽しく過ごし、活動を
提供するスタッフの思いが達成され、無事に保護者の皆様の元
へ戻る事ができたからこそ「次」を考えられる資格を頂いた、
と思っています。これまでの取り組みの悲喜交々を十分に生か
しつつ、繊細かつ大胆な取り組みや体制を作っていきたいと思
います。

NPO いぶり自然学校代表理事　上田　融

2011 年の冬からふくしまキッズに参加し、冬夏と合計 8 回の
愛媛プログラムが終了しました。最初の『何かできることは 
ないのか』『海で泳がせてあげたい』などの気持ちから、現在は

『どんな活動にすれば良いのか』『何が伝えられるのか』に 
変わってきました。ちょっとした言葉の違いですが、プログラムの
内容には大きな変化が生まれています。
ふくしまキッズの活動を『誰の為にしているのか？』『何の為
にしているのか？』またキッズたちに『どんな風になってほし
いのか？』を考えてきました。『愛媛の地域にも何が残せるか』

『何が伝えられるのか』ということも大切にし、みんなで話し
合って形にしたものが最後の夏の愛媛プログラムでした。
キッズからの「何が凄いかわからないけど、愛媛のボランティ
アって凄いですよね」の言葉に、見えない何かが伝わっている

と感じています。考えて考えて行動して、伝わったかもしれない
その見えない何かが 10 年後、20 年後に形になる事を願って
います。
愛媛プログラムの最大のコンテンツは《人》と言ってきました。
運営の母体である《公民館》にとっても、ふくしまキッズを通
して《人》に出会い、《人》に助けられ、また新たな《人》と
繋がりました。これからは、ふくしまキッズと受入れ地では 
なく、《人》と《人》として繋がり続けられることを願っています。

愛媛は楽しかったかな？
愛媛はどんな場所だったかな？
愛媛の人はおもしろかったかな？
愛媛を、愛媛のメンバーを覚えててくれるかな？

こどもの絆プロジェクト代表　青野　信久

美山の豊かな自然、目の前にある清流、作物溢れる菜園、大き
な日本家屋、まぶしい日差しと木陰、朝夕の涼しい風。そんな
豊かな場所の豊かな季節では特別なプログラムなんて要ら 
ない。ボランティアであつまる若者たちをお兄さんお姉さんと
して、私たちが皆を見守る親として、大家族になってみようじゃ
ないか。
子どもたちは掃除、洗濯はもちろん、家畜の世話、お野菜の収穫
作業など役割分担して働きました。そして自分たちの手で毎回
の食事を作りました。豊かな環境の中でも生活をするための 
仕事をしっかりと学びました。やることをやって、心を整えて
から、その後は心行くまでいっぱい遊び、くつろぎ、語り合う。

それぞれが役割を果たす責任を感じ、それをやり遂げた達成感
があるからこそ、次に向けての話し合いや協力、目標がより高い
レベルに向かうことが出来たように思えます。日を重ねるごと
に毎夜のミーティングの質が変わっていきました。そこで見え
る成長に周りで見守るスタッフが密かに感動し涙しました。 
今回は京都が２回目以上の子どもがほとんどだったこともあ
り、私たちの意図をより子どもたち自身が感じ取ってくれてい
たようにも思います。私たちとしても素晴らしいプログラムを
達成できました。来夏も開催できるよう備えたいと思います。

NPO 芦生自然学校理事
田歌舎代表　藤原　誉

ファーストステージ最後となるこの夏は、初の海外プログラム
であるドイツ・ザクセンの事前合宿を含めると私の場合、25 日
間というとても長いものでしたが、今、終えてみるとあっという
間の出来事だったような気がしています。これまで計 6 つの 
プログラムに携わりましたが、実は昨年夏の参画からまだ 1 年
しか経っておらず、しかしここ 1 年の出来事とはとても思えない
くらい随分と長い間やってきた感があります。それだけ 1 回 
1 回全てに真剣に向き合ってきたふくしまキッズでもありまし
た。大きなトラブルもなく無事終了できますのも、沢山のボラ
ンティア、友人、先輩や後輩、地元そして、遠くにいながらも
心を寄せて下さった方々など、この活動に携わって下さった
お一人お一人の福島の子どもたちを想う気持ちのおかげだと心
から感謝しております。そしてこの活動を行うことを陰ながら
支えてくれた妻と子どもにも感謝します。
ふくしまキッズのフィロソフィーに「学びと育ち」があります。
私たちの活動は、福島の子どもたちに放射能の危険性からの避難

や保養の機会を単に与えるだけではなく、この国の未来を担う
人づくりにも通じるものであると自負しておりますが、この

「学びと育ち」は、参加した子供達だけではなく我々大人にも
「気づき」のきっかけと共に与えられたのではないでしょうか。
福島に限らず私たちの身の回りには様々な課題があります。
それは地域やそれぞれの立場によって異なるとは思いますが、
それらに対して無関心であってはならないという点は、いま
福島で起こっている問題と同様だと思います。
私たちはこれからもそれぞれの地域や立場で社会の一翼を担っ
ていきますが、この経験を活かしより良い社会を創り育てて 
いくことに勇気を持って挑み、そしてふくしまキッズに参加した
世代が社会に出る頃には、今より少しでも希望が持てる社会を
バトンタッチしたいと思います。

NPO 未来の暮らしデザイン研究所
代表理事　中嶋　謙仁

今回のあぶくまプログラムでは、キャンプ初心者からベテランまで
参加できるよう 2 泊 3 日から 6 泊 7 日までの 5 コースを用意し、
合計 102 名の子どもがぽんた山で夏のひと時を過ごしました。全
てのコースで、特別なイベントを詰め込むことはせず、「初めて会う
子どもや大人と田舎で共同生活をする。」というシンプルな夏休み
を用意しました。その基本的な暮らしの中で生きるために必要な、
自立、我慢、協調、挑戦などが、子ども自らの気づきにより育まれ
ていました。初めての子は楽しく遊ぶためにどうすればいいか考え
たり、何度も来ている子は率先して大人の手伝いをしたり、子ども
らしい自主性を多く見ることができました。福島に住む子どもが、
福島で様々なことを経験しながら学び成長する姿を見ると、「県内
のぽんた山でふくしまキッズができて良かった！」そう強く感じま
した。今回でふくしまキッズは終了しますが、ぽんた山はみなさん
が必要とする限りずっとあります。ぽんた山はみんなの田舎です。
またいつでも遊びに来てください。

あぶくまエヌエスエット　伊勢野　大吾

ふくしまキッズの受入を始めて 3 回目の夏が終了しました。
受入れの経験もなく、志があるだけの、まったくの素人集団でした
が、なんとか無事にプログラムを行うことが出来ました。お別れ会
の後、帰りのバスで 1 時間程、子ども達が号泣していたと聞きま
した。
他の受け地と違い、すべて手探りの中からのスタートでしたが「やっ
て良かった」と確信出来ました。嬉しい報告でした。
この活動を通じて、私達の方が子ども達から元気をもらいましたし、
地元の魅力、人々の温かさも再認識しました。今年の夏も熱かった
です‼関わって頂いた全ての方々に感謝します。ありがとうござい
ました‼

大桑村子ども夢学校受入協議会
会長　金子　智拓　　事務局長　柏平　公次
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ラフティングは希望者で２回行きました！

シャワークライミング　ゴール地点で記念撮影

日本海プログラムの一番手として、４泊という短い期間でしたが担当
させていただきました。今回は昨年の反省を踏まえ、プログラム 
全体を通して子どもたちが元気に活動出来ることを目標において、
体験内容等を検討して受入を行いました。その為、活動自体は京都
田歌舎にバトンタッチして終わりましたが、達成感は参加者全員が
白山に登れたとのブログを見て込み上げてきました。
団体は違えど、一つの目標に向かって進み、また子どもたちも自分
の体調を考えながら、色々チャレンジするということに気をつけて
くれた結果でしたね。つくづく、田歌舎、ジロバタ自然学校と連携
し、日本海プログラムとして、最後の受入れが出来てよかった。
わが町では、ふくしまキッズの受入は終わりますが、今後もふくしま
キッズの事を気にかけていきます。頑張ってください。

新温泉町いなか体験協議会　中井　達也

多くの方のご支援、ご協力をいただき、ふくしまキッズ 2015 夏・
日本海プログラム + 白山金沢プログラムを無事に終えることが 
出来ました。関わってくださった皆さまには、言葉では尽くせない
感謝の気持ちで一杯です。本当にありがとうございました。ふくしま
キッズとしては今回が最後のプログラムとなることに一抹の寂しさ
を感じつつも、これまで大きな事故もなく無事終了できることに安
堵感を覚えるのは関係者全員の思いではないでしょうか。白山では
4 回のふくしまキッズでしたが、その全てに楽しい、そして時には
苦しかった思い出がよみがえる。ふくしまキッズの CODE に「学び
と育ち」があります。この活動には、福島の子ども達に向けた『プロ
グラムへの参加を通していろいろなことを学び、友達の輪を拡げ、
これからの福島と日本を担う人に育って欲しい』というメッセージ
が込められていますが、この「学びと育ち」は参加した子ども達だけ
ではなく、関わった大人達にとってもあらためて、今何が必要なの
かを考える機会となったのではないでしょうか。そんな意義と意味
を持ったプロジェクトは、5 年間の成果と課題を整理しつつ、ここに
幕を下ろしますが、また新たなステージのスタートでもあります。
11/28( 土 ) の郡山ユラックス熱海での最終報告会では多くの笑顔
に出会うことを楽しみにしています。

ジロバタ自然学校（白山麓ジロバタ舎）　南　修
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